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渋川市ＡＬＴ派遣業務委託審査基準

１ 事業者選定に当たっての手順

（１） 提案点評価

各事業者の提出書類、プレゼンテーション及びヒアリングの内容を、渋川市ＡＬ

Ｔ派遣業務委託事業者選定審査委員会（以下「審査委員会」という。）が審査し、

渋川市ＡＬＴ派遣業務委託審査基準表（以下「基準表」という。）に基づき、採点

する。

（２） 価格点評価

提出された見積金額の評価を行う。

２ 評価点数

（１） 提案点

ア 評価項目単位の採点

基準表の各項目（計７項目）について、評価の着目点に応じ、１点から４点まで

の４段階により評価する。４段階の目安は、次のとおりとする。

４点 優れている

３点 良好

２点 やや不十分

１点 不十分

イ 評価項目単位のウェイト

評価項目の重要度に応じ、１から３までのウェイトを設定する。

ウ 配点

基準表の各評価項目に配分する得点は、「採点×ウェイト」とし、その上限の合

計を次のとおりとする。

評価項目 配点

会社内容に関する事項 ８

業務委託に関する事項 ３６

合計 ４４

（２） 価格点

価格点の計算は、事業者別に次の算定式により計算し、満点を１６０点とする。

算定式 価格点＝１６０×（最低提案価格見積金額／当該提案価格見積金額）

（３） 審査委員の提案点の合計点（最高点：審査員一人あたりの最高点４４点×１０

名＝４４０点）と価格点（最高１６０点）の総計得点数値（最高６００点）で、

順位を決定する。

３ 優先交渉者の決定

プレゼンテーション終了後、審査委員会の全委員による採点審査を経て、評価点の最

も高い提案者から優先交渉者とする。

同点の場合は、提案点のうち「業務委託に関する事項」と「価格点」を合算した得点
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が高いものを上位の優先交渉者とする。これも同点の場合は、審査委員会の委員長の判

断により決定する。

また、優先交渉者が辞退を申し出た場合は、次点の事業者を優先交渉者とする。上位

の優先交渉者が辞退を申し出た場合は、次点以降が繰り上がる。

○渋川市ＡＬＴ派遣業務委託審査基準表

１ 提案点評価

評価項目 ウェイト 配点上限

会社概要 ○経営基盤が安定しているか １ ４

会 及び ・会社の規模及び経営状況の説明がある。

社 財務状況 ・コンプライアンス（法令遵守）の基本方針の説明があり、

内 その取組が分かる。

容 業務内容 ○外国語教育についての考え方が明確であり、事業に反映 １ ４

されているか

・学習指導要領を踏まえた独自教材等を開発し、提供して

いる。

ALTの派遣 ○信頼できる派遣業務実績があるか １ ４

実績 ・数的な実績に加え配置校等の評価を踏まえた説明がある。

ALTの採用 ○募集要項及び採用基準が、外国語教育についての考え方 １ ４

業 基準 に基づいているか

務 ・募集から採用に至るまでの審査内容や方法に一貫性があ

委 る。

託 ・日本人教諭との打合せができる程度の日本語運用能力を

有していたり、日本の学校教育への理解があり、教育に

携わる者としての自覚や協調性を有していたりする質の

高いＡＬＴを確保している。

ALTの研修 ○事業者として育てたいＡＬＴ像を明確にして研修を実施 ２ ８

体制 しているか

・採用時、派遣後も指導力向上の研修体制が確立している。

ALTの管理 ○ＡＬＴの心身の健康管理を行うとともに、体調不良の際 ２ ８

・サポート 等の緊急体制が整っているか

体制 ・ＡＬＴがやむを得ず欠勤になった場合、適切な対応がで

きる体制が取られている。

・配置校への定期的な訪問や聞き取り、及び発注者へのフ

ィードバックが計画されている。

ALTの活用 〇本市の外国語教育の充実に資する事業を展開しているか ３ １２

事業 ・市内小中学校で実施可能な特色あるプログラムである。

・ICTを活用した授業や、授業以外でのＡＬＴの活動事例、

JETも参加可能なプログラム等の提案がある。

合計 ４４


